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今年も元気に過ごしてね！
シタツンガ・ゾウガメ・マレーバクに

七草をプレゼント

東武動物公園（東武レジャー企画㈱、埼玉県宮代町、社長：石附栄一）では、2024年

1月7日（日）に、シタツンガ・ゾウガメに「七草」、マレーバクに「特製七草がゆ」を

プレゼントします。

日本には、1月7日の朝に、一年の無病息災を願い、7種類の野菜を入れた七草粥を食べる

風習があります。七草粥には、邪気を払い万病を除くという意味や、おせち料理で疲れた胃

を休め、野菜が乏しい冬場に不足しがちな栄養素を補うという効能もあるそうです。

動物が七草を食べている姿をご覧頂きながら動物たちの無病息災を祈りましょう！

七草イベント

①シタツンガ

【時間】11：30～11：40
【場所】シタツンガ展示場

②アルダブラゾウガメ

【時間】13：30～13：40
【場所】ふれあい動物の森内 ゾウガメ展示場

③マレーバク

【時間】14：00～14：10
【場所】新バク舎展示場（左側展示場）

業務部 中嶋・前田・白石・鈴木担当

東武レジャー企画株式会社
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〇マレーバク
体長1,8～2,5m 体重250～540kg マレーバクは絶滅の危機に瀕している希
少種です｡森の中で生活するがよく見えないため、鼻が発達していて、に
おいや音に対しとても敏感な動物です。泳ぎが特技で、敵に襲われたとき
などは水の中に跳びこんで逃げます。黒と白の体の色は、月明かりのさす
森で、闇夜に隠れながら水草や果実、草、小枝などを食べるための保護色
です。

〇シタツンガ
体長1,2～1,7m 体重50～125kg アフリカの沼地にすむウシの仲間で、危険
が迫ると水中に潜ります。ひづめが長く、沼や池周りの草の上ではもぐら
ずに歩けるようになっています。体はオスもメスも白いしま模様でオスは
色が年をとると共に黒っぽく変わってきます。らせん状の立派な角が特徴
ですが、角が生えているのはオス､生えていないのはメスと区別がつきます。

〇アルダブラゾウガメ
海岸沿いにある草原や森林に生息する大型のリクガメです。大きい個体で
は体重が200kgにも達します。日中は日陰で過ごし水浴びや泥浴びを行い、
主に明けがたと夕方に活動します。食性は植物食傾向の強い雑食で、主に
草や低木の葉や若い枝等を食べます。主に食物から水分を摂取します。20
～25年で成熟し、寿命は長く約150年といわれています。


